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研究成果の概要（和文）：最初に、人工芝競技場から、断裂した芝葉および衝撃吸収のためのゴムチップが、マ
イクロプラスチック（ＭＰ）として環境中に放出されていることを確認した。またこれらのＭＰは、実験室内
で、キンギョ、キンブナおよびニジマスが摂取することを明らかにした。さらに、ＭＰ流出防止のための装置
（トラップ）を金網で作製し、実験室内でシュミレーション実験を行い、網目の大きさを変えることにより、ト
ラップでＭＰの流出を防止できることが明らかとなった。このトラップを実際の競技場の下水口に設置し、ＭＰ
の流出を防止できることがわかった。今後、人工芝競技場にはこのようなトラップを付けてＭＰの流出を抑制す
る必要があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：First, we confirmed that torn artificial turf fibers and rubber tips 
(microplastics, MP) were released from the artificial turf sports field. Second, we observed that 
these MPs were ingested by goldfish, crucian carp, and rainbow trout in the laboratory. Third, We 
made a trap of stainless wire mesh to capture the MPs. Simulation experiments revealed that the trap
 captured MPs with stainless wire mesh of appropriate mesh count. When the trap was set to the 
sewage pipe of a drainage basin, we confirmed that MP from the filed were captured effectively.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、スポーツ施設である人工芝競技場から、断裂した人工の芝葉および衝撃吸収のためのゴムチップがマ
イクロプラスチック（ＭＰ）として環境中に放出されていることを明らかにした。このことは、スポーツ施設が
ＭＰの発生源となることを意味している。またこれらのＭＰは実験室内で魚類に摂取された。この結果は、人工
芝競技場のＭＰが生態系、漁業に影響を与える可能性を示唆している。
我々は、人工芝競技場からのＭＰ流出の防止のための装置（トラップ）を金網で作製した。このトラップを競技
場の排水枡の下水口に設置することにより、効果的にＭＰの捕獲ができることが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
海洋マイクロプラチック（ＭＰ）ごみ問題は世界規模の環境問題となっている。ＭＰの放出源

は多様であるが、スポーツ施設からのＭＰの放出についての研究はほとんどなかった。そこで
我々は人工芝競技場からのＭＰの放出およびその抑制について研究を始めた。 
 
２．研究の目的 
1) 本研究の目的は、人工芝競技場からＭＰが放出されているかどうかを確認すること。 
 
2) 人工芝競技場のＭＰを魚類が摂取するか明らかにすること。 
 
3) 人工芝競技場からのＭＰの放出を防止することである。 
 
３．研究の方法 
1) 人工芝競技場の表面構造は、基布に接着したポリエチレン製の芝葉と衝撃吸収材としてのゴ
ムチップからなる。最初にゴムチップが競技場外に移動しているか競技場周囲の水路内のゴム
チップの存在を調査した。 
 
2) 実験室内でキンギョ、キンブナおよびニジマスがゴムチップを摂取するかどうか実験を行っ
た。 
 
3) またキンギョがゴムチップを摂取した場合の体内での滞在時間を調べた。 
 
4) ポリエチレンの芝葉については、接着が外れるのか、競技により芝葉が断裂するのか、競技
場内でフリーの状態になった芝葉の長さを測り、調べた。 
 
5) ポリエチレンの芝葉をキンギョが摂取するかどうか調べた。 
 
6) 金網でトラップをつくり、ゴムチップ、芝葉が捕獲できるかどうか、シュミレーション実験
を行った。 
 
7) 実際の競技場の排水枡の下水口にトラップをつけて実証実験を行い、ＭＰの流出防止を試み
た。 
 
４．研究成果 
1) 本研究では、ゴムチップは風雨、競技活動により競技場から周囲の水路に移動していること
が明らかとなった。この水路には下水口があり、特別な措置をしなければゴムチップはＭＰとし
て河川へ流出することが明らかとなった。 
 
2) キンギョ、キンブナおよびニジマスは、ゴムチップを餌と認識して摂取することが明らかと
なった。 
 
3) キンギョは、ゴムチップを摂取すると、２日間で排泄することが明らかとなった。 
 
4) 競技場内のポリエチレン製の芝葉の長さは、本来の芝葉の長さより短く、芝葉は接着がはが
れて基布からフリーの状態になるのではなく、断裂によりフリーの状態となっていることが明
らかとなった。 
 
5) 断裂した芝葉は競技場周囲の水路に移動することが明らかとなった。特別な措置をしなけれ
ば芝葉はＭＰとして河川へ流出することが明らかとなった。 
 
6) またキンギョは、芝葉を餌と認識せず、餌を飲み込むときに餌とともに芝葉を誤飲すること
があることが明らかとなった。 
 
7) シュミレーション実験において、種々の網目の大きさの金網を用いてトラップを作製し、ゴ
ムチップ、芝葉を捕獲するのに適切な網目の大きさが判明した。 
 
8) この網目の大きさの金網で作製したトラップを用いて実証試験を行い、実際の競技場におい
て.ゴムチップ、芝葉が効率的に捕獲できることが示された。 
 



 
 
 
9) 以上、人工芝競技場からはゴムチップと芝葉がＭＰとして放出されるが、金網のトラップで
その流出が防止できることが明らかとなった。なおトラップの製作は簡易で、かつ製作費用は
3000 円と安価であった。このようなトラップが日本中に普及し、人工芝競技場からのＭＰの流
出が防止されることが期待された。 
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